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議案第15号 国頭村手数料徴収条例の一部を改正
する条例について

原案可決
(賛成多数 )

屋外広告物法及び沖縄県屋外広告物
条例関連の事務について、沖縄県の
権限に属する事務の移譲を受ける

議案第14号 国頭村職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決
(全会一致)

沖縄県人事委員会の給与勧告及び他
の市町村の給与改定等を考慮し改正

議案第9号 国頭村固定資産評価審査委員会条例
の一部を改正する条例について

原案可決
(全会一致)上位法の改正に伴う改正

令和２年第１回定例会(３月)
議 案 番 号 件　　　名 議 案 等 の 概 要 結　果

議案第2号 令和元年度国頭村国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

原案可決
(全会一致)

歳入歳出それぞれ27,917千円を
追加し、754,586千円とする

議案第3号 令和元年度国頭村簡易水道特別会計補
正予算（第３号）

原案可決
(全会一致)

歳入歳出それぞれ1,498千円を追加
し、151,052千円とする

議案第6号 令和２年度国頭村簡易水道特別会計
予算

原案可決
(全会一致)

歳入歳出それぞれ 162,183 千円と
定める

議案第7号 令和２年度国頭村後期高齢者医療特
別会計予算

原案可決
(全会一致)

歳入歳出それぞれ56,760千円と定
める

議案第4号 令和２年度国頭村一般会計予算 原案可決
(賛成多数 )

歳入歳出それぞれ4,791,856千円
と定める

議案第5号 令和２年度国頭村国民健康保険特別
会計予算

原案可決
(全会一致)

歳入歳出それぞれ740,612千円と
定める

議案第8号 国頭村印鑑の登録及び証明に関する
条例の一部を改正する条例について

原案可決
(全会一致)関係法の改正に伴う改正

議案第13号 国頭村職員の育児休業等に関する条
例の一部を改正する条例について

原案可決
(全会一致)上位法の改正に伴う改正

議案第10号 国頭村予防接種健康被害調査委員会
設置条例の制定について

原案可決
(全会一致)委員会設置のための条例制定

議案第12号 国頭村職員の服務の宣誓に関する条
例の一部を改正する条例について

原案可決
(全会一致)上位法の改正に伴う改正

議案第11号 国頭村一般職の任期付職員の採用及び給
与の特例に関する条例の制定について

原案可決
(全会一致)

一般職の任期付職員の採用及び給
与の特例に関する規定を設ける

議案第16号 国頭村営住宅の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例について

原案可決
(全会一致)

公営住宅管理標準条例の改正に伴
う改正

議案第17号 国頭村定住促進空家活用住宅条例の
一部を改正する条例について

原案可決
(賛成多数)空家活用住宅の追加に伴う改正

議案第1号 令和元年度国頭村一般会計補正予算
（第４号）

原案可決
(賛成多数 )

歳入歳出それぞれ 772,709 千円を
減額し、6,747,240 千円とする

議案第18号 国頭村過疎地域自立促進計画の一部
変更について

原案可決
(賛成多数)

国頭村過疎地域自立促進計画の一
部を変更する
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議 案 番 号 件　　　名 議 案 等 の 概 要 結　果

議案第19号 指定管理者の指定について（国頭村立
東部へき地診療所）

原案可決
(全会一致)

指定する団体…公益社団法人 地域
医療振興協会　指定の期間…令和
2年4月1日～令和5年3月31日

議案第21号 指定管理者の指定について（国頭村
森林公園）

原案可決
(全会一致)

指定する団体…国頭村森林組合
指定の期間…令和2年4月1日～令和
4年3月31日

議案第22号 国頭村固定資産評価審査委員の選任
について

原案同意
(全会一致)

鏡地38番地
金城　光彦（昭和28年9月27日生)

議案第23号 国頭村固定資産評価審査委員の選任
について

原案同意
(全会一致)

謝敷1214番地1
仲原　政則（昭和31年11月8日生)

議案第20号 指定管理者の指定について（国頭村東
部地区複合施設楚洲あさひの丘）

原案可決
(全会一致)

指定する団体…社会福祉法人 容山
会　指定の期間…令和2年4月1日
～令和4年3月31日

令和２年第２回 臨時会(５月)
議 案 番 号 件　　　名 議 案 等 の 概 要 結　果

議案第26号
専決処分の承認を求めることについ
て「国頭村国民健康保険税条例の一部
を改正する条例」

原案可決
(全会一致)上位法の改正に伴う改正

議案第27号 国頭村副村長の選任について 原案不同意
(賛成3/反対5)

桃原205番地2
渡口　直樹（昭和42年7月26日生）

議案第28号 専決処分の承認を求めることについて
「国頭村税条例の一部を改正する条例」

原案可決
(全会一致)上位法の改正に伴う改正

議案第25号 専決処分の承認を求めることについて
「国頭村税条例の一部を改正する条例」

原案可決
(全会一致)上位法の改正に伴う改正

議案第24号 令和２年度国頭村一般会計補正予算
（第１号）

原案可決
(全会一致)

歳入歳出それぞれ 476,363 千円を
追加し、5,268,219 千円とする。

議案第4号
令和２年度国頭村一般会計予算

議案番号・件名

〇：賛成　　　×：反対　　欠：欠席

賛否が分かれたもの

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（賛成多数）

（
議

　
　長
）

金
城

　利
光

議案第15号
国頭村手数料徴収条例の一部を改正する条例について
議案第17号
国頭村定住促進空家活用住宅条例の一部を改正する条例について
議案第18号
国頭村過疎地域自立促進計画の一部変更について

知
花

　正
寛

山
城

　弘
一

宮
城

　
　誠

与
儀

　一
人

金
城

　幸
男

宮
城
千
賀
子

渡
口

　直
樹

山
城

　正
和

山
川

　安
雄

〇 ー〇〇

×

〇〇〇

×

欠

原案可決
（賛成多数）

議案第１号
令和元年度国頭村一般会計補正予算（第４号）

×

ー〇〇〇〇〇〇〇〇

×

ー欠〇

×

〇〇〇〇欠

×

ー〇〇〇〇〇〇〇欠

×

ー〇〇〇〇〇〇〇〇

採
決
の
結
果
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一般質問3月の定例議会

村
長
二
期
八
年
の

村
政
運
営
等
に
つ
い
て

　

村
長
二
期
八
年
の
村
政
運
営
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
二

期
八
年
の
村
政
運
営
と
今
後
の
村
政

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
村
長
退
任
に

あ
た
り
以
下
の
質
問
を
す
る
。

問 

村
長
の
任
期
中
に
６
０
０
人
余
の

人
口
減
少
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
、
村
長
の
所
見
を
伺
う
。

答 

宮
城
久
和
村
長

　

沖
縄
県
の
人
口
年
報
で
は
平
成
30

年
の
人
口
減
少
率
は
県
内
41
市
町
村

中
で
二
番
目
に
高
い
値
で
あ
る
。
若

者
の
流
出
対
策
を
行
わ
な
い
と
人
口

減
少
の
加
速
度
的
な
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。
若
者
の
定
住
施
策
を
検
討
し

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

問 

国
立
自
然
史
博
物
館
の
誘
致
は
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
的
な
施
設
の
な
い
本

村
に
と
っ
て
は
観
光
客
誘
発
施
設
と

し
て
不
可
欠
で
あ
る
。
誘
致
の
現
状

と
今
後
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

同
う
。

答 

村
長

　

国
の
動
き
が
見
え
な
い
現
時
点
で

は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
観
光

客
受
入
体
制
を
整
え
る
べ
く
、
既
存

の
観
光
施
設
等
を
整
備
し
機
能
充
実

を
図
る
こ
と
を
優
先
す
る
。
沖
縄
県

が
積
極
的
に
誘
致
を
図
る
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
の
で
沖
縄
県
と
足
並

み
を
揃
え
、
多
く
の
主
体
と
協
力
し

た
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
く
。

問 

出
産
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
に
、
現
行
の
１
子
・
２
子

３
万
円
、
３
子
以
降
５
万
円
の
更
な

る
増
額
を
幾
度
と
な
く
求
め
た
が
、

村
は
難
色
を
示
し
て
き
た
。
そ
の
後

１
子
３
万
円
２
子
５
万
円
３
子
以
降

10
万
円
へ
増
額
。
さ
ら
に
１
子
５
万

円
２
子
10
万
円
３
子
以
降
20
万
円
へ

と
増
額
を
し
て
き
た
こ
と
は
、
経
済

的
負
担
軽
減
を
図
る
必
要
性
を
認
め

た
証
し
で
あ
る
。
人
口
減
少
対
策
と

し
て
毎
年
度
の
決
算
の
不
用
額
か
ら

原
資
を
捻
出
し
て
出
産
祝
い
金
の
増

額
の
思
い
切
っ
た
制
度
・
拡
充
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

答 

村
長

　

出
産
祝
い
金
は
、
子
育
て
多
子
世
帯

の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
で
は
な

く
、
出
産
し
た
者
に
祝
い
金
を
交
付
す

る
こ
と
で
人
口
の
増
加
を
促
進
し
、
村

民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

問 

東
部
周
遊
拠
点
施
設(

道
の
駅
安

波)

の
整
備
事
業
の
当
初
の
指
定
管

理
事
業
者
は
、
今
の
場
所
で
の
独
立

採
算
制
は
見
込
め
な
い
と
し
て
辞
退

し
た
。
村
民
は
辺
戸
岬
で
の
南
都
の

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
浮
沈
を
見
て
き
て

お
り
、
本
事
業
は
断
念
す
べ
き
で
あ

る
と
の
村
民
の
声
を
咀
嚼
す
る
す
べ

を
全
く
取
ら
ず
、
村
は
本
事
業
を
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
事
業

が
頓
挫
し
た
場
合
に
は
、
村
に
多
大

な
損
失
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
が

そ
の
責
任
の
取
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答 
村
長

　

指
定
管
理
候
補
者
募
集
を
行
い
、
管

理
者
を
選
定
し
た
。
管
理
者
や
関
係
機

関
等
と
の
協
議
・
連
携
を
図
り
な
が
ら

持
続
可
能
な
管
理
運
営
体
制
の
構
築
を

目
指
し
事
業
を
進
め
て
い
く
。

再
質
問 

村
当
局
は
、
慶
応
大
学
の
研

究
員
が
代
表
の
株
式
会
社
オ
ー
ク
ス

を
管
理
者
と
し
て
選
定
し
た
が
、
会

社
設
立
日
、
事
業
目
的
、
資
本
金
、

株
式
発
行
可
能
総
数
、
取
締
役
の
数
・

監
査
役
の
数
の
役
員
体
制
な
ど
が
わ

か
る
商
業
等
履
歴
事
項
全
部
証
明
書

の
添
付
が
な
い
。
ま
た
、
道
の
駅
の

管
理
運
営
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

直
営
、
野
菜
直
売
所
の
直
営
な
ど
の

事
業
実
績
が
見
え
な
い
会
社
に

７
２
・
８
７
の
評
点
数
を
付
け
た
自

体
、
専
門
の
方
か
ら
節
穴
じ
ゃ
な
い

か
と
言
わ
れ
た
ぐ
ら
い
だ
。ペ
ー
パ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
で
補
助
金
目
当
て
の
会

社
だ
。
本
事
業
は
断
念
す
べ
き
で
あ

る
。

答 

村
長

　

登
記
事
項
に
つ
い
て
は
、
応
募
書

類
資
料
と
し
て
添
付
し
て
い
た
だ

く
。道
の
駅
の
運
営
実
績
は
な
い
が
、

地
域
と
連
携
し
た
産
品
の
販
売
活
動

を
し
て
い
る
。
事
業
計
画
書
で
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
の
特
産
品
化
を
目
指
す
と

い
う
地
域
と
の
協
力
体
制
が
評
価
さ

れ
て
そ
の
点
数
に
な
っ
た
と
思
う
。

知花  正寛
議員
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一般質問 3月の定例議会

国
道
58
号
辺
戸
岬
入
口
の

交
差
点
の
安
全
対
策

問 

辺
戸
岬
入
り
口
の
交
差
点
は
、
以

前
か
ら
事
故
が
発
生
し
、
危
険
な
交

差
点
で
は
な
い
か
。
今
年
の
夏
に
世

界
遺
産
と
な
っ
た
場
合
、
辺
戸
岬
石

林
山
へ
向
か
う
車
も
多
く
な
る
と
思

わ
れ
、
今
以
上
に
危
険
度
は
増
し
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

村
と
し
て
、
公
安
委
員
会
に
要
請
し
、

安
心
安
全
な
交
差
点
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答 

宮
城
久
和
村
長

　

信
号
機
の
設
置
基
準
に
つ
い
て

は
、
警
視
庁
に
よ
る
「
信
号
機
設
置

の
指
針
」
及
び
道
路
交
通
法
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
信
号

機
を
設
置
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て

本
指
針
に
準
拠
し
て
信
号
機
の
適
切

な
整
備
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

信
号
機
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
交
通
量
、
交
通
事
故
の
発
生
状

況
、
交
差
点
の
形
状
等
を
調
査
・
分

析
す
る
と
と
も
に
、
他
の
対
策
に
よ

り
代
替
え
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
性
の
高
い
場
所
を
選
定
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
辺
戸
岬
交

差
点
の
信
号
機
設
置
の
要
望
に
つ
い

て
は
、
こ
の
指
針
の
設
置
基
準
を
満

た
す
箇
所
で
あ
る
の
か
、
ま
ず
は
管

内
の
警
察
署
と
の
意
見
も
踏
ま
え
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

名
護
警
察
署
交
通
課
か
ら
の
聞
き

取
り
に
よ
る
と
、
国
頭
村
内
で
起
き

た
人
身
事
故
は
、
平
成
28
年
は
６
件

（
う
ち
重
症
４
件
・
軽
傷
２
件
）、
平

成
29
年
は
７
件
（
う
ち
重
症
６
件
・

軽
傷
１
件
）、
平
成
30
年
は
９
件
（
う

ち
重
症
５
件
・
軽
傷
４
件
）、
令
和
元

年
は
８
件
（
う
ち
重
症
６
件
・
軽
傷

１
件
・
死
亡
１
件
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

辺
戸
岬
付
近
の
事
故
発
生
状
況
に

つ
い
て
は
、
３
件
（
う
ち
１
件
が
辺

戸
岬
入
口
交
差
点
）と
な
っ
て
い
る
。

村
内
の
畜
産
農
家
へ
の
支
援

問 

若
手
の
畜
産
農
家
か
ら
、
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
導
入
で
、
規
模
を
拡

大
し
、
増
産
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う

要
請
書
が
出
て
い
る
と
思
う
。
村
の

畜
産
振
興
推
進
と
し
て
、
積
極
的
な

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

村
長

　

御
質
問
の
と
お
り
、
国
の
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
、
繁
殖
雌

牛
用
牛
舎
新
設
の
計
画
が
あ
り
、
事

業
採
択
に
向
け
調
整
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
本
計
画
は
規
模
拡
大
に

よ
る
、収
益
力
の
強
化
を
目
的
と
し
、

さ
ら
に
後
継
者
へ
の
経
営
の
引
き
継

ぎ
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

本
村
の
畜
産
業
は
、
農
家
の
高
齢

化
に
よ
り
、
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
本
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
で
施
設
の
規
模
拡
大
と
収
益
力

の
強
化
、
担
い
手
不
足
の
解
消
が
図

ら
れ
、
村
内
の
優
良
事
例
に
な
り
得

る
と
考
え
て
い
る
。
村
と
し
ま
し
て

も
本
事
業
の
導
入
に
向
け
尽
力
し
、

畜
産
の
振
興
発
展
と
農
家
の
負
担
軽

減
に
努
め
て
い
く
。

問 

豚
コ
レ
ラ
感
染
防
止
対
策
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 
村
長

　

本
年
、
１
月
８
日
の
う
る
ま
市
で
の

豚
熱
発
生
を
受
け
、
国
頭
村
と
し
ま
し

て
は
、
独
自
の
防
疫
対
策
と
し
て
、
畜

産
施
設
周
辺
の
消
毒
に
用
い
る
消
石
灰

の
確
保
及
び
畜
産
施
設
へ
続
く
村
道
入

り
口
付
近
等
へ
の
消
石
灰
の
散
布
、
ま

た
、
畜
産
関
係
車
両
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト

を
村
内
に
設
置
し
、
村
内
養
豚
施
設
へ

立
ち
入
る
際
は
、
消
毒
を
徹
底
し
て
行

う
な
ど
の
対
策
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
く
。

問 

感
染
防
止
対
策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
１
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
県
の
負
担

で
、
無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
２
回

目
以
降
は
有
料
と
な
っ
て
お
り
、
畜

産
振
興
の
面
か
ら
、
２
回
目
以
降
の

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
対
し
て
助
成
施

策
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答 

村
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
初
回

接
種
は
、
緊
急
的
に
短
期
間
で
一
斉
に

行
う
こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
重
要
と
な

る
た
め
、
接
種
に
か
か
る
費
用
は
全
額

免
除
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

２
回
目
以
降
の
接
種
は
、
農
家
の
費
用

負
担
で
実
施
さ
れ
る
。
な
お
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
及
び
関
係
市

町
村
と
も
情
報
の
共
有
を
図
り
つ
つ
検

討
し
て
い
く
。

山城  弘一
議員
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一般質問3月の定例議会

私
有
林
保
全
活
動
の

検
討
委
員
会
の
設
置

問 

「
沖
縄
県
が
整
備
を
進
め
て
い
る

私
有
林
の
情
報
等
を
も
と
に
、
意
向

調
査
の
範
囲
や
方
法
等
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
検
討
委
員
会
の
設
置

の
必
要
性
も
含
め
検
討
す
る
」
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

答 

宮
城
久
和
村
長

　

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
か
ら
森

林
経
営
管
理
制
度
が
円
滑
に
機
能
す

る
よ
う
、
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
と
の
説
明
を
受
け
て
い

る
。
沖
縄
県
が
委
託
し
て
い
る
森
林

環
境
譲
与
税
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、

森
林
経
営
管
理
制
度
の
概
要
説
明
・

普
及
啓
発
に
つ
い
て
２
月
28
日
に
説

明
を
受
け
た
。
林
野
庁
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
説

明
や
、
沖
縄
県
森
林
管
理
課
が
提
供

す
る
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
の

資
料
に
基
づ
き
、
必
要
な
事
務
手
続

き
等
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
と
こ

ろ
だ
。
今
後
は
、
沖
縄
県
が
作
成
を

進
め
て
い
る
私
有
林
の
位
置
図
等
の

情
報
を
も
と
に
、
や
ん
ば
る
国
立
公

園
区
域
等
の
規
制
区
域
を
考
慮
し
、

適
切
な
経
営
管
理
が
必
要
な
森
林
区

域
の
検
討
を
進
め
、
そ
の
情
報
を
も

と
に
意
向
調
査
に
つ
い
て
、
範
囲
や

方
法
等
の
調
整
を
関
係
機
関
と
行

い
、
調
査
の
実
施
に
向
け
て
手
続
き

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
検
討
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て
も
、
意
向
調
査
の
状
況
や
林

野
庁
、
沖
縄
県
及
び
関
係
機
関
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
事
例
等
の
情
報
を

収
集
し
つ
つ
引
き
続
き
検
討
す
る
。

水
源
基
金
創
設

問 

「
正
式
な
話
し
合
い
で
は
な
い
が
、

北
部
関
係
市
町
村
で
水
源
基
金
に
つ

い
て
再
度
協
議
と
の
話
は
出
て
い
る
。

い
ず
れ
北
部
市
町
村
会
、
あ
る
い
は

北
部
広
域
事
務
組
合
、
北
部
振
興
会

ど
ち
ら
か
で
音
頭
を
と
っ
て
、
も
う

一
度
や
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。」
と

の
こ
と
で
し
た
が
、そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

答 

村
長

　

現
在
、
北
部
関
係
市
町
村
会
の
中

で
、
一
部
の
長
か
ら
水
源
基
金
に
つ

い
て
の
話
が
出
て
い
る
が
、
全
体
と

し
て
の
協
議
は
進
ん
で
い
な
い
。
し

か
し
、
先
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

大
宜
味
村
に
つ
い
て
も
３
月
議
会
で

水
源
基
金
の
創
設
に
つ
い
て
要
望
決

議
を
出
す
方
針
と
さ
れ
て
お
り
、
北

部
関
係
市
町
村
の
機
運
も
高
ま
っ
て

く
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　

再
度
、
北
部
市
町
村
会
の
中
で
も

協
議
を
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
関

係
市
町
村
の
情
勢
を
確
認
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
受
水
市

町
村
の
理
解
を
得
る
よ
う
な
交
流
事

業
な
ど
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

※
世
界
自
然
遺
産
も
含
め
て
も
う

一
度
、
基
本
に
返
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
。
観
光
業
を
伸
ば
し

て
い
く
の
も
必
要
。
し
か
し
一
次

産
業
や
今
あ
る
資
源
を
ど
う
や
っ

て
使
っ
て
い
く
か
も
重
要
だ
。
他

の
地
域
と
同
じ
土
俵
で
観
光
業
を

進
め
て
い
く
よ
り
も
地
域
性
や
、

こ
こ
に
特
化
し
た
資
源
を
活
か
し

て
進
め
る
方
が
う
ま
く
い
く
と
思

う
。
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
な
す

べ
き
こ
と
を
見
つ
め
直
し
、
村
民

が
豊
か
で
幸
せ
に
、
こ
こ
に
ず
っ

と
住
ん
で
い
き
た
い
と
思
え
る
国

頭
村
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

森と水とやすらぎの里くにがみ

与儀  一人
議員
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一般質問 3月の定例議会

黒
ニ
ン
ニ
ク
生
産
事
業
の
経
過

　

本
村
の
事
業
の
中
で
将
来
性
に
不

安
を
抱
く
一
つ
と
し
て
、｢
や
ん
ば
る

黒
ニ
ン
ニ
ク
生
産
事
業
（
地
方
創
生

推
進
交
付
金
事
業
）｣

が
あ
る
。
平
成

29
年
度
に
開
始
さ
れ
、
３
年
経
過
す

る
今
年
度
が
節
目
と
な
る
。

　

本
事
業
は
、
生
産
農
家
と
連
携
し

な
が
ら
黒
ニ
ン
ニ
ク
を
生
産
し
、
新

た
な
特
産
品
と
し
て
地
域
活
性
化
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
村
も
入
る

官
民
の
協
議
会
が
事
業
主
体
と
な
り

進
め
ら
れ
て
き
た
。
北
部
振
興
と
産

業
の
目
玉
と
し
て｢

や
ん
ば
る
黒
ニ

ン
ニ
ク｣

で
本
村
の
知
名
度
を
高
め
、

移
住
定
住
の
促
進
に
取
り
組
み
、
生

涯
活
動
と
し
て
持
続
的
な
成
長
を
目

指
す
も
の
と
し
、
地
域
の
稼
ぐ
力
の

向
上
が
期
待
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
定
期
監
査
で
も
経
理
・

運
営
面
で
多
く
の
指
摘
を
受
け
、
生

産
協
議
会
の
運
営
管
理
状
況
の
不
安

は
増
す
一
方
で
あ
る
。
特
に
販
路
に

つ
い
て
は
、
自
衛
隊
・
健
康
食
品
会

社
等
を
販
売
の
軸
と
し
た
一
括
販
売

で
拡
大
を
図
る
と
し
て
い
た
が
、
販

路
の
確
保
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

事
業
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

当
初
の
生
産
計
画
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
現
状
か
ら
、
下
記
に
つ
い
て

伺
う
。

問 

事
業
分
析
は
行
っ
た
か

答 

宮
城
久
和
村
長

　

年
に
一
回
、
地
方
創
生
推
進
委
員

会
に
お
い
て
、
外
部
の
大
学
等
の
有

識
者
を
入
れ
て
分
析
・
検
証
を
行
っ

て
い
る
。
委
員
か
ら
は
、
当
初
計
画

の
数
値
が
適
正
で
あ
っ
た
か
、
見
直

し
も
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

確
か
に
、
栽
培
・
熟
成
・
販
路
の

確
保
等
、
事
業
の
主
体
が
提
案
事
業

者
頼
み
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
た

め
、
現
在
の
状
況
を
招
い
た
事
に
課

題
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問｢

地
域
の
稼
ぐ
力｣

向
上
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
き
た
か

答 

村
長

　

毎
年
視
察
研
修
や
講
習
会
等
を
開

催
し
、
生
産
農
家
の
技
術
向
上
に
努

め
て
い
る
。
今
年
度
実
施
し
た
土
壌

の
似
通
っ
て
い
る
沖
永
良
部
の
視
察

に
お
い
て
、
参
考
と
な
る
取
り
組
み

が
確
認
で
き
、
土
壌
の
改
良
や
肥
培

管
理
等
に
お
い
て
生
か
し
て
い
け

る
。
更
に
継
続
し
て
ニ
ン
ニ
ク
生
産

に
お
け
る
技
術
向
上
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
黒
ニ
ン
ニ
ク
加
工
の
た
め

の
人
材
育
成
に
つ
い
て
も
、
地
元
の

人
材
を
活
用
し
て
い
く
計
画
で
あ
っ

た
が
、
販
売
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず

在
庫
を
抱
え
て
い
る
状
況
の
た
め
、

今
年
度
の
加
工
を
控
え
た
こ
と
も
あ

り
、
人
材
育
成
も
中
途
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
新
た
な
黒
ニ
ン
ニ
ク
加
工
業
者

と
、
条
件
等
の
調
整
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問 

販
路
開
拓
は
で
き
て
い
る
か

答 
宮
城
久
和
村
長

　

独
自
ル
ー
ト
の
開
拓
の
た
め
、
県

内
大
手
ス
ー
パ
ー
や
県
内
自
衛
隊
等

に
も
声
か
け
し
た
が
、
採
用
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
調
整
中
の
加
工
業
者

が
、
県
内
で
粒
状
の
黒
ニ
ン
ニ
ク
を

販
売
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
在
庫
も
含
め
て
販
売
で
き
な
い

か
の
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

物産センターで売ってます（8g × 3 包／ 360 円）

宮城  千賀子
議員

大量の在庫 !　　

今後の販売対策 !!

どうするの ?
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一般質問3月の定例議会

待
機
児
童
と
働
く
親
の
支
援

問 

若
い
母
親
か
ら
昨
年
、
こ
ど
も
園

か
ら
０
歳
児
が
定
員
オ
ー
バ
ー
で
預

か
れ
な
い
と
言
わ
れ
、
家
庭
保
育
で

１
年
間
頑
張
っ
た
。
４
月
に
職
場
復

帰
し
て
く
れ
と
催
促
さ
れ
て
い
る
、

と
聞
い
た
。
保
育
士
の
確
保
な
ど
問

題
が
あ
る
の
か
伺
う
。

く
に
が
み
児
童
ク
ラ
ブ
は
令
和
２
年

度
45
人
定
員
に
72
人
の
応
募
が
あ
り

待
機
児
童
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

問
題
を
ど
う
す
る
か
伺
う
。

答 

宮
城
久
和
村
長

　

４
月
か
ら
の
１
歳
児
の
入
園
希
望

者
が
35
名
、
定
員
30
名
を
越
え
て
い

る
状
況
だ
。
待
機
児
童
は
出
さ
な
い

よ
う
に
、
０
歳
～
２
歳
児
ま
で
の
ク

ラ
ス
人
数
及
び
保
育
教
諭
の
配
置
を

工
夫
し
、
全
て
の
子
供
が
入
園
で
き

る
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
働
く
親
の
支
援

を
推
進
す
る
た
め
に
、
新
規
事
業
所

の
立
ち
上
げ
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え

て
お
り
、
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
よ

う
運
営
主
体
の
保
護
者
会
と
調
整
し

な
が
ら
、
早
急
に
取
り
組
む
。

観
光
の
可
能
性

問 

「
責
任
あ
る
観
光
」
の
視
点
か
ら

旅
行
者
に
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

特
別
な
体
験
価
値
を
共
有
す
る
観
光

に
対
し
て
、
自
然
・
文
化
資
源
を
ど

う
責
任
あ
る
観
光
に
活
か
す
か
伺
う
。

「
や
ん
ば
る
学
シ
ン
ポ
」
が
全
４
回
行

わ
れ
た
。
13
人
の
講
師
が
村
民
に
新

た
な
刺
激
、
感
動
、
学
ぶ
機
会
を
与

え
た
こ
と
は
村
民
の
自
信
と
誇
り
、

責
任
あ
る
観
光
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

次
年
度
以
降
は
ど
う
考
え
る
か
。

答 

村
長

　

自
然
資
源
だ
け
で
は
な
く
、
星
空

や
風
景
、
歴
史
・
文
化
、
食
、
人
の

旬
の
資
源
が
観
光
資
源
と
な
り
今
ま

で
の
観
光
に
な
い
、
特
別
な
体
験
価

値
を
求
め
る
高
級
志
向
の
観
光
客
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
。

　

持
続
可
能
な
地
域
環
境
の
維
持
発

展
を
考
え
る
地
域
住
民
の
取
り
組
み

を
、
観
光
客
が
理
解
・
体
験
す
る
新

し
い
責
任
の
あ
る
観
光
は
世
界
自
然

遺
産
登
録
を
見
据
え
た
本
村
の
観
光

の
一
つ
と
し
て
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
。

　
「
や
ん
ば
る
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
自
然
だ
け
で
な
い
歴
史
、
文
化
、

食
、
伝
統
芸
能
等
の
魅
力
を
専
門
の

講
師
の
方
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
や
ん
ば
る

学
の
創
出
、
組
織
の
設
立
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

「
や
ん
ば
る
学
シ
ン
ポ
」
で
残
念

だ
っ
た
の
は
、
役
場
職
員
が
少
な
い

と
感
じ
た
。
大
き
な
人
材
育
成
の
場

所
で
も
あ
る
。
役
場
内
部
で
一
次
産

業
や
文
化
財
も
含
め
て
観
光
が
総
合

産
業
な
ら
ば
、
会
議
等
具
体
的
に
進

め
て
い
る
か
伺
う
。

答 

大
城  

靖  

企
画
商
工
観
光
課
長

　

確
か
に
役
場
一
体
と
な
っ
て
の
会

議
は
持
っ
て
な
い
の
は
事
実
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

　
介
護
保
険

問 

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
の
派

遣
議
員
を
拝
命
し
て
い
る
が
、
質
問

に
当
た
り
、
村
民
の
声
が
い
ろ
い
ろ

聞
こ
え
た
。
事
業
所
の
雇
用
問
題
、

人
不
足
か
ら
の
長
時
間
勤
務
の
現
実
、

サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
、
質
の
低
下
、
村

民
が
介
護
難
民
に
な
ら
な
い
た
め
、

福
祉
課
と
し
て
村
民
の
声
を
拾
い
、

適
切
な
指
導
・
助
言
、
安
心
・
安
全

な
国
頭
村
の
為
に
ど
う
取
り
組
む
か
、

ま
た
現
場
職
員
の
声
を
拾
い
、
ど
の

よ
う
に
福
祉
行
政
に
活
か
す
か
伺
う
。

答 

與
儀
光
浩
　
福
祉
課
長

　

65
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
増
え
る

ほ
ど
、ニ
ー
ズ
と
ケ
ー
ス
が
増
え
る
。

そ
の
面
か
ら
考
え
て
も
、
職
員
の
体

制
等
に
つ
い
て
今
後
、
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

生
き
が
い
に
つ
い
て
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
北

斗
園
、
楚
洲
の
あ
さ
ひ
の
丘
に
お
願

い
し
て
実
施
し
て
い
る
。
食
事
に
関

し
て
は
北
斗
園
、
社
協
、
食
堂
を
桃

原
区
、
佐
手
区
の
ほ
う
で
実
施
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
宜
名
真
区
に
つ
い

て
は
弁
当
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
他
の
事
業
団
体
を
う
ま
く
活
用

し
な
が
ら
、
総
合
的
に
介
護
の
件
に

つ
い
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
、
実
効
あ
る

計
画
を
今
後
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

山川  安雄
議員
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一般質問 3月の定例議会

観
光
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

問 

こ
の
事
業
計
画
の
現
在
の
進
捗
状

況
及
び
今
後
の
事
業
執
行
に
つ
い
て

ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
。

答 

宮
城
久
和
村
長

　

地
権
者
か
ら
の
承
諾
が
得
ら
れ

ず
、
今
年
度
事
業
の
遂
行
も
難
し
い

状
況
と
な
っ
た
た
め
、
事
業
実
施
を

断
念
し
て
、
事
業
の
取
り
下
げ
を

行
っ
た
。
今
後
は
、
新
し
い
執
行
体

制
の
中
で
事
業
場
所
も
含
め
、
検
討

が
必
要
か
と
思
う
。

辺
戸
岬
拠
点
施
設
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

問 

こ
の
施
設
が
稼
働
し
た
こ
と
に
よ

り
、
周
遊
滞
在
消
費
型
観
光
の
促
進

な
ど
、
地
域
活
性
化
に
ど
の
よ
う
な

効
果
が
検
証
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

村
長

　

事
業
の
導
入
効
果
と
し
て
は
、
３
月

１
日
現
在
で
６
人
の
雇
用
が
あ
り
、
う

ち
５
人
は
村
内
に
居
住
し
て
い
る
。

問 

こ
の
施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る

株
式
会
社
南
都
か
ら
、
今
年
度
は
損

益
計
算
書
で
１
８
２
万
１
千
円
の
赤

字
経
営
に
な
る
と
の
計
画
で
、
指
定

管
理
料
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
支

出
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
の
施
設
経
営
の
現
状
と
次
年
度
の

指
定
管
理
料
は
ど
う
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

答 

村
長

　

指
定
管
理
料
は
、
３
年
間
で
も

４
１
８
万
２
千
円
を
上
限
と
し
て
お

り
ま
す
。
次
年
度
の
指
定
管
理
料
に

は
、
１
６
５
万
２
千
円
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。

村
営
楚
洲
団
地
入
居
状
況
と

定
住
促
進
の
効
果

問 

平
成
30
年
度
に
総
事
業
費
１
億
８
，

４
０
５
万
２
千
円
で
、
Ｒ
Ｃ
２
階
建
て

六
戸
、
一
戸
当
た
り
床
面
積
７
９
．

４
７
平
方
メ
ー
ト
ル
、
村
営
楚
洲
団
地

新
築
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
入
居
者
募

集
及
び
選
定
と
現
在
の
入
居
状
況
と
、

定
住
促
進
と
の
効
果
や
課
題
等
の
検
証

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

村
長

　

全
六
戸
の
う
ち
子
育
て
世
代
が
二

戸
、
夫
婦
で
の
入
居
が
一
戸
、
老
人

世
帯
が
二
戸
、
内
訳
は
村
内
二
戸
、

県
内
二
戸
、
県
外
か
ら
一
戸
、
合
計

五
戸
・
11
人
の
入
居
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
２
階
の
一
戸
が

ま
だ
未
入
居
の
状
態
で
あ
る
の
で
、

自
然
環
境
の
豊
か
さ
の
発
信
と
あ
わ

せ
て
、
就
労
の
場
の
情
報
も
提
供
で

き
る
よ
う
楚
洲
区
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
も
随
時
募
集
し
、

対
応
し
て
い
く
。

首
里
城
復
元
に
や
ん
ば
る
木
材
の

使
用
の
た
め
調
査
実
施
を
求
め
る

問 

国
頭
村
の
歴
史
的
に
潜
在
す
る
豊

か
な
価
値
の
高
い
宝
の
森
を
世
界
自
然

遺
産
登
録
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
合
わ
せ

て
、
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
国
頭
村
森
林
組
合

に
対
し
て
、
史
実
の
再
現
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
首
里
城
御
木
材
使
用

の
調
達
に
関
す
る
徹
底
し
た
調
査
委
託

業
務
の
受
注
が
早
期
に
で
き
る
よ
う
に

国
・
県
、
関
係
機
関
に
対
し
て
、
村
か

ら
書
面
で
要
請
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答 

村
長

　

本
村
は
沖
縄
県
唯
一
の
木
材
の
拠

点
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
国
頭
村
森

林
組
合
及
び
関
係
機
関
と
協
力
し
、

本
村
の
木
材
を
十
分
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
く
。

固
定
資
産
税
（
家
屋
分
）
の
課
税

誤
り
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
徴
収
の
方
針
に
つ
い
て

問 

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の

５
年
分
の
追
徴
対
象
の
件
数
と
金
額
及

び
納
税
者
へ
の
説
明
や
賦
課
徴
収
の
取

り
組
み
の
方
針
に
つ
い
て
。

答 

村
長

　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の

５
年
分
追
徴
対
象
の
件
数
と
金
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
件
数
が
延
べ

８
２
６
件
、
金
額
が
８
９
万
６
，

１
０
０
円
と
な
る
。

そ
の
他
に
９
件
の
質
問
も
し
ま
し
た
。

山城  正和
議員
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首里城の早期再建とやんばる木材の
使用と調達に関する意見書

首里城の早期再建とやんばる木材の
使用と調達に関する意見書

　昨年10月31日未明、首里城で火災が発生し、御庭（うなー）を囲む正殿、北殿、南殿の主要建造物と琉球
王国の多数の美術工芸品が喪失し、県民に大きな衝撃と深い悲しみを与えた。県民が切望する琉球王国
の歴史と文化を象徴する首里城の早期再建を願う。
新緑の生命に輝くやんばるの森は、2016年9月にやんばる国立公園に指定され2020年の世界自然遺産
登録を目指している。この自然豊かなやんばるの森は、県民の命の水ガメとして、また、林産物の生産供給の
場でもあり、自然とふれあう環境学習や森林浴等の保養や観光資源として県民に大きな恩恵を与えている。
首里城正殿は、1992年の沖縄県日本復帰20周年を記念して復元されたが、琉球王朝時代には、首里城正
殿の改修の際に国頭地方の山々から建築用材が伐り出され、王府へ献上されていた。その材木は、比地
川、奥間川を下り、鏡地浜から海を渡り泊港から首里へと運ばれたのである。途中人々の手によりリレー
式で曳いて運んだ様子を歌ったのが「国頭サバクイ」であり、大勢で音頭を取り国王の御代万歳をたたえ
ている。このしぐさは、民俗芸能として奥間区に保存されている。
1989年11月2日の首里城復元木曳式の際には、奥間区民が国頭村森林公園で「国頭サバクイ」を熱演しカ
リーを付け、名護から那覇へと引き継がれた。国頭山から伐り出された御材木が首里城の木曳門から御
庭に運ばれ、11月3日の木曳式が古式ゆかしく行われ、首里城正殿起工式が挙行されたのである。
首里城正殿復元を記念して、1991年3月、国頭村は奥間区の国道58号沿いに「国頭サバクイ」発祥地の碑を建
立した。戦後初の文化財復元と言われている守礼門の復元にも国頭山から調達された樫木が使用された。
このように、やんばるの森は、琉球王朝時代から首里城などに使われる有用材を確保する為に、手入れ
や、植林を行って杣山制度で管理され守られてきた。
そして、戦後は復興のため建材や薪炭の供給地として、大きな役割を果たしてきた。
国頭村民は、昔からやんばるの森で生きてきた誇りと山仕事の技術と知見を結集して、県民主体による
首里城の早期再建の実現に結びつけるため協力する決意である。
よって、本村議会は、首里城の早期再建の実現とやんばる木材の使用と調達を求めて下記事項を村民の
総意でもって強く要請する。

記
１． 首里城の早期再建をめざし、国と県、関係機関が連携して日本復帰50周年を迎える2022年（令和4

年）までに防火・防災に強い再建基本方針、基本計画等を策定すること。
２． 首里城の早期再建において建材は最大限に県産材を使用すること。
３． 首里城の早期再建のため、県産木材の使用と調達に関する徹底した調査をやんばるの森を知り尽

くした国頭村森林組合に早期に実施させること。
４． 百年後の首里城修復木材の確保に向けた植林、保育や管理を継続し、やんばるの森の恩恵を後世

に引き継がれるよう林業振興に今後とも尽力すること。
　　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　令和２年３月18日
沖縄県国頭村議会

　　　　あて先　
　　　　沖縄県知事　内閣府沖縄総合事務局長

沖縄総合事務局沖縄県知事

原案可決〈全会一致〉
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北部地域基幹病院
整備に関する意見書
北部地域基幹病院
整備に関する意見書

　北部地域では、医療体制や機能の縮小が進み、住民の不安が続く中、沖縄県に対
し平成29年3月に、沖縄県立北部病院と北部地区医師会病院の統合・再編による
「北部地域における基幹病院の整備を求める」112,277筆の署名と要請書を沖縄県
知事へ手交した。
その後、平成29年12月に沖縄県知事から、県立北部病院と北部地区医師会病院の
統合による基幹病院の整備を行うとの方針が示され、平成30年1月から沖縄県保
健医療部と沖縄県病院事業局及び北部病院、北部地区医師会、北部地区医師会病
院、北部12市町村との間でこれまでに6回にわたる協議や意見交換を重ね「北部基
幹病院の基本的枠組みに関する合意書(案)が作成された。
また、北部市町村議会議長会をはじめ北部12市町村議会における全員協議会等に
おいて、基幹病院整備に向けて基本的枠組みの説明が行われ、理解を深めてきた。
医療体制の確保は、住民の命を守る根幹をなすもので、本地域の医療が逼迫する
中、県立北部病院と北部地区医師会病院の統合は一刻の猶予もゆるされず、沖縄
県、北部12市町村が一体となって、基幹病院を整備しなければならない。
よって、本村議会は、地域住民に寄り添った基幹病院の整備に向けて、下記事項に
ついて取り組むことを強く求める。

記

１．北部基幹病院の基本的枠組みに関する合意書を早急に締結すること。
２．北部基幹病院の設置主体は、県及び北部12市町村で設置する一部事務組合
とすること。

３．設置された基幹病院の運営主体は、県及び北部12市町村等で設立する一般
財団法人等とすること。

４．基幹病院の整備及び運営に関する費用は、北部12市町村の一般財源に影響
を与えない方法で行うこと。

５．合意書の締結後、整備協議会を設置し基本的な枠組みの詳細及び整備に関
する事項について協議を行うこと。

　　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　令和２年３月18日
沖縄県国頭村議会

　　　あて先
　　　　　　沖縄県知事　

原案可決〈全会一致〉



村議会は3月、6月、9月、12月と年4回の定例議会
が開催されます。村民多くの方がご来場いただ
き、傍聴くださいますようお知らせします。
（6月定例議会は6月12日（金）開会予定です。）

　政府は5月14日特別措置法に基づき緊急

事態宣言を解除。それに伴い沖縄県も7業態

の特定施設への休業要請も解除された。こ

れまで国頭村は一人の感染者も確認されて

いない。周りの人の事を考え、思いやる村民

性の成果である。また、休業要請に応えてく

れた7業態の事業者、従業員等、関係者に心

から感謝、感謝です。

　これからも村民あげて感染防止に取り組

みましよう。
（与儀　一人）

住民課より、令和２年５月1日付けで
就任した宮城愛利里さんです。よろし
くお願いします。

令和２年５月1日付けで、出納室へ異
動になった宮城憂士さんです。議会事
務局で３年間お疲れ様でした。

新型コロナウイルス
感染拡大防止

議会傍聴へのおさそい

議
会
事
務
局

一般質問通告書の質問・答
弁を基本に（会議録に基づ
き）各議員でまとめ、議会
広報委員が確認したもの
を掲載しています。

一般質問の内容は

人

異
動

事
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